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論文審査の結果の要旨 

 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、様々な報告がある関節リウマチ患者の機能障害進行にかかわ

る要因について、コホート研究により明らかにしようとしたもので、目的

は十分に妥当である。 

 

 

２ 研究手法に関する評価 

全国多施設前向き縦断コホート研究を行い、ベースラインの患者背景

と、1 年後の疾患活動性の臨床的評価、画像的評価、機能的評価を行い、

種々の統計学的解析法で解析したもので、研究手法も妥当である。 

 

 

３ 解析・考察の評価 

上記手法で解析した結果、健康評価質問票を用いた機能障害指数が低

く、疾患活動性を有する関節リウマチ患者は、1 年後の機能障害進行リス

クがあることを明らかにし、今後の関節リウマチ研究への進展が大いに期

待される。 

 

 

以上のように本論文は関節リウマチ研究に貢献するところが大であり、

審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 

 

 

 


